
紹
　
介

関
哲
行
・
踊
共
二
著

『
忘
れ
ら
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

　
一
迫
害
と
共
生
の
ヨ
…
ロ
ッ
パ
史
一
』

　
一
六
世
紀
以
降
、
宗
教
を
め
ぐ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
様
相
は
大
き
く
変
化
し
た
。
ア
ル
プ
ス
以
北
で

始
ま
っ
た
宗
教
改
革
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中
心
的
な
社

会
を
破
壊
し
、
地
中
海
諸
国
家
で
は
世
界
娩
模
で

の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
が
企
図
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
世
界
は
門
宗
派
化
」
さ
れ
、
強
い
結
束
力
を
持

つ
互
い
に
対
立
し
あ
う
諸
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
が
中
世
末
期
に
起
き
た
宗
教
的
激
震
へ
の

概
説
的
な
理
解
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
議
論

は
国
民
国
家
や
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
社
会
の
支
配
的
宗

教
を
分
析
単
位
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
改
宗
・
再

改
宗
を
繰
り
返
し
、
追
放
や
追
害
の
な
か
で
広
範

囲
に
わ
た
る
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
宗
教
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
を
掬
い
あ
げ
る
議
論
で
は
な
か
っ
た
。

本
書
は
そ
の
よ
う
な
「
忘
れ
ら
れ
た
扁
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
実
態
に
迫
り
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
へ
と

至
る
、
世
界
が
一
体
化
を
始
め
た
時
代
の
な
か
に
、

彼
ら
の
動
態
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
穏
的
と
し
て

い
る
。

　
本
書
は
全
一
一
章
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

序
章
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
キ
リ
ス
ト
教
・
ユ
ダ

ヤ
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
の
共
生
と
対
立
の
世
界
と
し

て
捉
え
直
さ
れ
、
第
一
部
（
第
～
～
三
章
）
で
は

民
衆
の
信
仰
実
践
と
そ
の
変
化
が
概
観
さ
れ
る
。

信
仰
実
践
に
は
、
前
述
の
三
宗
教
に
共
通
す
る
聖

地
巡
礼
の
慣
行
や
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
聖
旨

崇
敬
、
動
物
を
含
む
自
然
へ
の
門
呪
い
」
行
為
な

ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
厳
格
な
一
神
教
と
見
ら

れ
が
ち
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
非
キ
リ
ス
ト
凝
性
」

の
指
摘
と
も
、
「
三
つ
の
一
神
教
」
の
共
通
点
の

確
認
と
も
い
え
る
。
以
上
の
概
説
の
う
え
、
そ
れ

ら
が
…
六
世
紀
以
降
ど
う
変
容
し
た
か
通
史
的
な

解
説
が
加
え
ら
れ
る
。

　
続
く
第
二
部
（
第
四
～
九
章
）
で
は
、
宗
教
的

激
震
の
な
か
で
生
ま
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
た
ち
に

関
し
て
具
体
的
な
事
例
が
示
さ
れ
る
。
関
哲
行
が

地
中
海
世
界
の
ム
デ
ハ
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
支
配

下
の
ム
ス
リ
ム
）
・
モ
リ
ス
コ
（
改
宗
ム
ス
リ

ム
）
・
コ
ン
ベ
ル
ン
（
改
宗
ユ
ダ
ヤ
人
）
に
つ
い

て
、
踊
共
二
が
ア
ル
プ
ス
周
辺
地
域
の
ユ
ダ
ヤ
入

や
改
革
派
・
再
洗
礼
派
な
ど
少
数
宗
派
信
徒
に
つ

い
て
、
交
互
に
研
究
を
披
露
す
る
。
当
該
箇
所
は

対
話
形
式
の
よ
う
な
構
成
を
持
ち
、
そ
れ
に
よ
っ

て
読
者
は
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
起
き
た
大

激
震
を
、
ア
ル
プ
ス
と
イ
ベ
リ
ア
半
島
と
で
パ
ラ

レ
ル
に
起
こ
っ
た
現
象
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
達
は
迫
害
を
受
け

移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
、
峠
道
や
農
村

な
ど
従
来
の
議
論
で
は
周
縁
的
な
扱
い
を
受
け
て

い
た
領
域
で
、
ひ
っ
そ
り
と
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
の

共
生
を
果
た
し
て
も
い
た
の
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
第
八
章
以
下
で
は
、
サ
ハ
ラ
以
南
に
拡

散
す
る
モ
リ
ス
コ
や
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
と
渡
っ

た
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
　
（
北
米
に
移
住
し
た
再
洗
礼
派

の
｝
派
）
、
終
章
で
は
B
本
や
ブ
イ
リ
ピ
ン
に
お

け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
活
動
も
狙
上
に
載
せ
ら
れ
る
。

ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
か
ら
始
め
ら
れ
た
記
述
が
、

北
米
や
ア
フ
リ
カ
に
及
び
、
遂
に
は
ア
ジ
ア
へ
と

繋
が
る
。
小
さ
な
物
語
に
落
ち
着
き
が
ち
な
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
研
究
を
、
宗
教
改
革
や
世
界
規
模
の
入

的
移
動
な
ど
と
い
っ
た
大
き
な
時
代
の
流
れ
に
、

見
事
に
接
続
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
宗
派
化
・
規
律
化
の
面
の
み
が
注
目
を
浴
び
が

ち
な
宗
教
改
革
は
、
多
く
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
生

み
出
す
契
機
で
あ
り
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
の
大
規

模
な
追
放
・
改
宗
の
波
と
時
を
同
じ
く
す
る
も
の

だ
っ
た
。
本
書
の
よ
う
な
研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い
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四川

た
ば
か
り
か
と
思
わ
れ
る
が
、
東
欧
や
ロ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
対
象
に
し
た
婆
様
の
研
究
の
進

展
に
よ
っ
て
、
よ
り
緻
密
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
忘

れ
ら
れ
た
」
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
像
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
（
二
〇
一
山
ハ
年
五
月
　
　
二
一
二
一
百
ハ
十
一
一
二
百
ハ

　
　
　
　
　
　
　
山
川
出
版
社
　
税
甥
二
五
〇
〇
円
）

　
（
吉
田
瞳
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
～
山
ハ
年
八
月
二
三
R
［
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
六
年
九
月
八
臼
）

＞
Z
日
記
幻
○
℃
○
い
O
O
H
O
誤
い
G
Q
O
H
的
窯
○
国
（
↓
ず
Φ

　
○
窪
。
㌶
一
｝
o
¢
語
巴
。
鴎
↓
頃
国
〉
属
6
出
囲
P

　
℃
O
U
O
O
H
O
＞
い
ω
○
○
田
↓
く
○
閃
Z
弓
勺
○
乞
）

　
一
二
四
－
二

成
大
歴
史
六
二
（
國
立
成
功
大
學
歴
史
學
系
）
五

　
〇

龍
谷
大
学
佛
等
等
化
研
究
所
紀
要
（
龍
谷
大
学
佛

　
教
文
化
研
究
所
）
五
四

入
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
八
一
二

日
本
歴
史
（
礒
本
歴
史
学
会
）
八
二
〇

東
ア
ジ
ア
研
究
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研

　
究
所
）
六
四

東
ア
ジ
ア
研
究
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研

　
究
所
）
六
五

pり

r
ω
↓
》
ω
H
》
署
幻
想
＜
H
国
≦
（
↓
ぴ
①
》
。
。
冨
鵠

　
丙
の
ω
Φ
居
O
『
H
P
ω
隊
¢
肯
①
）
　
一
山
県

史
　
と
美
箭
（
史
遊
美
術
同
趣
会
）
八
六
七

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
　
一
二
九
一

　
ヒ
．
又

　
F
　
　
　
ノ

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
八
二
…
二

山
1
A
天
平
法
風
口
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
　
三
よ
ハ
詣
ハ

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
五

　
五

｝
o
焉
岸
9
。
一
〇
暁
Z
o
戦
昏
Φ
霧
脅
》
ω
一
p
。
鐸
空
ω
8
蔓

　
（
Z
o
塔
冨
鋤
ω
け
〉
臨
碧
缶
の
8
尻
漏
勾
8
a
鋤
甑
8
）

　
｝
三
1
｝

爾
方
文
化
（
天
理
爾
方
文
化
研
究
会
）
四
二

三
康
文
化
研
究
所
所
報
（
三
康
文
化
研
究
所
）
五

　
～　

　
編
集
後
記

　
た
い
へ
ん
お
待
た
せ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
一
〇
〇
巻
二
号
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
皆
様
、
査
読
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お

か
げ
で
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
誌

面
に
は
社
会
と
公
共
性
に
焦
点
を
当
て
た
論
説
が

揃
い
ま
し
た
。
杉
本
論
説
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お

い
て
銀
行
家
の
人
的
紐
帯
が
ア
テ
ナ
イ
社
会
に
対

し
て
持
っ
た
意
義
を
論
じ
、
島
本
論
説
は
治
水
に

関
す
る
広
域
支
配
を
め
ぐ
っ
て
幕
府
と
狭
山
藩
の

思
惑
の
せ
め
ぎ
合
い
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

白
木
論
説
は
慣
行
的
水
利
権
と
公
法
的
契
約
の
軋

礫
を
詳
細
に
論
じ
て
い
ま
す
。
対
象
と
す
る
時
代
、

地
域
は
様
々
で
す
が
、
共
通
す
る
緻
密
な
論
証
の

ス
タ
イ
ル
は
実
証
性
を
重
ん
じ
る
史
林
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
味
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
網
島
聖
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
匿
6
　
＼
＼
妄
≦
≦
面
三
ゆ
q
ρ
。
ざ
重
唱
ξ
⊆
証
ご
℃
＼
ぎ
脅
×
．
耳
ヨ
一

訪
語
聾
嬰
諮
翻
定
価
一
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
δ
○
巻
第
二
号
（
逓
算
第
蓋
三
号
〉

　
　
　
東
都
市
左
京
区
宙
田
本
町
寡
郡
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
ロ
と
　
　
お

　
　
　
　
　
聾
A
鑑
（
〇
七
烈
）
七
五
三
－
二
七
八
七

発
行
人

印
刷
所

史
　
　
学
　
　
研
　
究
　
会

振
替
京
都
○
｝
〇
七
〇
－
二
－
五
｝
五
立
番

理
茎
長
　
　
井
　
谷
　
鋼
　
造

　
　
　
　
京
都
市
薄
面
上
鳥
羽
藁
田
二
九

中
村
印
刷
株
式
会
社
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